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● 第43回烏帽子会総会へのお誘い／会長挨拶 ●

第43回烏帽子会総会 開催要領

新型コロナウィルス感染拡大の影響が落ち着き、
昨年4年ぶりに第42回烏帽子会総会が現地開催さ
れテーマ『再会』の通り、参加者同志が久々に喜び
を分かち合う事が出来ました。
本年は、同窓生全員が心を1つにすべくテーマ

『団結』を掲げ、福岡大学医学部に勤務する27回生
8人が中心となって37回生と一緒に、第43回烏帽
子会総会の準備を進めております。また、今回の

講演会では、昨今の当大学学部内でも定着化した
業績重視の方針に習い、27回生の中で最も業績の
多いお2人にご講演をお願いしておりますので、
是非、講演会も楽しみにして頂ければと存じます。
今回も沢山の方々にご参加を頂き、絆を深め、
大いに盛り上がって頂ければ幸いです。よろしく
お願い致します。

第43回烏帽子会総会へのお誘い

日 時：令和6年7月6日（土）
会 費：7,000円
場 所：ソラリア西鉄ホテル8階

福岡市中央区天神2-2-43 電話（代）092-752-5555
総 会：17：00～18：20
懇親会・講演会:18：25～20：00
講 師:福岡大学医学部救命救急医学講座

仲村佳彦先生（27回生）"救急医がめざすもの"
講 師:福岡大学医学部衛生・公衆衛生学講座

前田俊樹先生（27回生）"公衆衛生学で学んだこと"

※ご出席を希望される方は、「maileboshi@gmail.com」のアドレスへ
6月20日までにお送り下さい。

主幹事学年：27回生代表 山 田 哲 平（福岡大学医学部 消化器外科学）
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● 会長挨拶 ●

福岡大学医学部は一昨年度に50周年を迎え、

4700人を超える卒業生と約4600人の現役医師

を輩出しています。その卒業生は医療に関する地

域社会貢献をはじめ大学・基幹病院での若手医師

育成など多岐にわたり活躍しています。また医師

会はじめ地域医療行政にもかかわり、卒業生の皆

様におかれましては、多忙を極める毎日をお過ご

しのことと存じます。

さて、2021年12月より同窓会長代行を経て、

2022年より福岡大学医学部同窓会烏帽子会長に

就任しました。この度2024年より決議を反映し、

第22期同窓会長に再任致しました。引き続き学

部内外で同窓会事業を紹介し、同窓会の公共性

や貢献、知名度向上に努めてまいります。また同

窓会報は学生会員、その御両親も会誌をご覧にな

られます。今後医学部同窓会は学部在学生・卒業

生が誇りを持ってその名を口に出来る組織へと導

きたい所存です。引き続きまして、多くの同窓会

事業や学内外の状況を発信し、広く同窓生にご理

解頂けますように鋭意努力致しますので、どうぞ宜

しくお願い致します。

同窓会における同窓生サポートとは、新旧卒後

医師や学生の交流を深め先輩後輩の絆を結び、

学生・若手医師をサポートする後援会であります。

決して先輩風をふかすだけの、時と場にそぐわな

いパタリズム集団であってはありません。そのため

先輩は後輩のロールプレイモデルとして手本とな

る道標を示すべきであると考えます。しかしなが

ら、学内同窓生はともすれば学業成績や論文業績

のみに拘る学校の先生集団にもなりかねません。

医学部の同窓会長とは、これらのバランスをはか

り、学内外の進歩的な改革を目指すことを責務と

します。

学外の活動としましては、前回会長就任後以下

支部総会に参加して、講演はじめ意見交換を行いま

した。関西支部(上方会)総会、筑後支部総会、佐

賀支部総会、佐世保支部総会、鹿児島支部総会、

関東支部総会(昨年発足)各支部の皆様方に於か

れましては、支部の課題について前向きな話し合い

ができ、誠にありがとうございました。これを機に支

部の皆様方に於かれましては、ぜひ総会にもお誘い

の上ご参加頂きまして、新任教授はじめ若手卒業生

の活躍を直に見聞きして頂きたいと思います。

最後になりましたが、福岡大学医学部同窓会浄

財から、福岡大学病院新本館建設に関して二千万

円の寄付を行わせて頂きました。この場をお借り

して、会員の皆様に感謝いたします。会員皆様の

今後益 の々ご健勝とご活躍をお祈り致します。

会長挨拶

烏帽子会会長 小 玉 正 太（13回生福岡大学医学部再生･移植医学教授医学部長）

会長挨拶
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教授就任挨拶

● 教授就任挨拶 ●

多くの先生方からのご高配を賜り、この度、福岡大医学部脳神経

内科学講座の主任教授を拝命いたしました20回生の馬場康彦と申

します。私は福岡市城南区で生まれ育ち、平成3年に福岡大学医学

部に入学しました。卒業後は福岡大学医学部第二内科に研修医と

して入局しました。２年間の研修後は脳神経内科学講座の前身で

ある神経内科・健康管理科に所属し、それから脳神経内科医として

の道を歩んでまいりました。当講座は初代山田達夫教授によって

創設され、平成23年からは第2代目の坪井義夫教授が主宰されま

した。私は第3代目として主任教授を拝命いたしました。その重

責に身の引き締まる思いであります。

私はこれまで神経変性疾患の研究を主な専門分野として取り組

んでまいりましたが、日本における高齢化と脳神経内科疾患に対す

る診断精度の向上に伴い、アルツハイマー病やパーキンソン病など

の神経変性疾患が急増しています。昨年からアルツハイマー病に

対する新規抗体治療が始まり、認知症の進行抑制が期待されていま

すが、長期的な治療効果についてはわかっていません。パーキンソ

ン病についても内服治療だけでは改善できない症状に対して、外科

的治療を含めた様々なデバイス療法が開発されていますが、疾患の

進行を止めることは未だにできません。神経変性疾患の病態を多

角的に見据えて、創薬や新規治療法の開発を目指した臨床研究活動

を行っていきたいと考えております。

脳神経内科診療において、特に神経救急疾患に対しては多職種協

働体制で診療にあたることが強く求められます。様々な診療科や

部署の方々のご支援のもとで成り立つチーム医療を実践して、神経

救急疾患の診療を充実させることは、ひいては地域医療への貢献に

つながっていくと考えております。

脳神経内科学の包括的な研究と診療は、講座としての成長につな

がるだけでなく、地域社会・地域医療への貢献や脳神経内科学にお

ける教育の向上にも寄与するものと信じております。福岡大学医

学部と福岡大学病院のさらなる発展に貢献できるような講座を目

指して精進してまいります。今後ともご指導とご鞭撻のほど、よろ

しくお願い申し上げます。

教授就任のご挨拶
福岡大学医学部脳神経内科学主任教授 馬 場 康 彦（20回生）

馬 場 康 彦
主任教授 略歴

平成2年3月
東福岡高等学校 卒業
平成3年4月
福岡大学医学部医学科 入学
平成9年3月
福岡大学医学部医学科 卒業
平成9年4月
福岡大学病院 臨床研修医
（第2内科）
平成11年4月
福岡大学病院 神経内科・健康管理科
医員
平成12年4月
福西会川浪病院 神経内科 医員
平成14年4月
福岡大学病院 神経内科・健康管理科
助手
平成15年4月
米国メイヨ―クリニック
神経内科学 臨床研究員
平成17年10月
福岡大学病院 神経内科・健康管理科
助手
平成20年4月
福岡大学病院 神経内科・健康管理科
講師
平成26年4月
東海大学医学部 内科学系神経内科学
准教授
平成27年4月
東海大学病院 認知症疾患医療センター
センター長（兼務）
平成29年4月
昭和大学藤が丘病院 脳神経内科
准教授・診療科長
令和6年4月
福岡大学医学部 脳神経内科学講座
教授（現在に至る）



6 烏帽子会会報2024年春 76号

この度、2024年4月1日付けで、福岡大学医学部医学教育推進

講座の主任教授を拝命いたしました。学生が医療人として活躍で

きる20年先の医学教育の一翼を担うことができることに感謝申し

上げます。

さて2024年2月に行われた第118回医師国家試験では、新卒合

格率85.0%と全国最下位となり、烏帽子会員の皆様にご心配をおか

けしたことを、心よりお詫び申し上げます。全国最下位の新卒合格

率であった要因は色々考えられますが、やはり本学下位医学科生の

学力低下は否めません。入学後、6年間を留年なく卒業し、医師国

家試験に合格したストレート国試合格者数は、2024年卒で77名と

ここ10年ほどは大きな変化はありません。つまり入学定員110名

から計算上出てくる下位30名ほどが留年し、合格率を低下させて

いることになります。合格率向上のためにはこの下位学生に医師

国家試験に合格する学力を付けて頂く必要があります。

福岡大学医学部の学生は、素直さゆえに、「がむしゃらに勉強す

るなんてカッコ悪い。勉強しなくても留年なんてしない。」という

先輩の言葉を真に受けてしまいます。少しでも早く医師として人

の役に立ちたいと入学時に胸に誓ったストレート国試合格の思い

に立ち返り、我々先輩は学生と向き合って卒業時到達目標を確認し

ながら、正しい方向へ導いていく必要があります。

M6では保護者からのサポートにより予備校講師を招いて年間合

計9回にわたる特別講義を行っております。さらに烏帽子会から

のご協力を得て、福岡大学医学部教員で構成した国試対策委員によ

る国試対策講義を約10科目行っております。それでも成績が振る

わない下位学生とは、学生一人ひとりと直接対話しながらどこが弱

点なのかを把握して補完方法を考えたいと思います。前任の福岡

大学病院卒後臨床研修センターでは初期研修医との面談により、た

すきがけ研修など研修医が求めていることをプログラムに取り入

れ、福岡大学を含む多くの学生にプログラムに応募して頂くことが

できるようになりました。卒前教育でも個々の話を聞き、求められ

るテーラーメイドの医学教育を行いたいと考えています。

当講座が、烏帽子会皆様の誇りとなるべく、これから精一杯努力

して参る所存です。引き続きご指導のほどどうぞ宜しくお願いい

たします。

教授就任のご挨拶
福岡大学医学部医学教育推進講座主任教授 北 島 研 （21回生）

北 島 研
主任教授略歴

1992年3月
福岡県立修猷館高校卒業

1998年3月
福岡大学医学部医学科卒業

1998年5月
福岡大学病院内科第2臨床研修医

2001年3月
米国ペンシルバニア大学医学部
Post-doctoralresearcher

2005年12月
福岡大学病院循環器内科医員

2008年4月
福岡大学病院総合診療部助教

2011年4月
福岡大学筑紫病院循環器内科助教

2013年4月
糸島医師会病院内科医長

2015年10月
福岡大学病院循環器内科助教

2016年4月
福岡大学病院循環器内科講師

2019年4月
福岡大学病院卒後臨床研修センター
副センター長・講師

2019年10月
同上・准教授

2024年4月
福岡大学医学部医学教育推進講座
主任教授
現在に至る

● 教授就任挨拶 ●
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● 教授就任挨拶 ●

このたび、令和6年4月1日付けで、福岡大学医学部救命救急

医学講座の主任教授を拝命いたしました仲村佳彦と申します。平

成16年に福岡大学医学部を卒業し、２年以上の臨床研修が必修化

とした新医師臨床研修制度開始時に福岡大学病院で初期臨床研修

を行いました。その後は福岡赤十字病院救急部、前橋赤十字病院高

度救命救急センター、日本医科大学病院高度救命救急センターでド

クターカー・ドクターヘリによる病院前救護、災害医療、ER診療、

集中治療に従事して参りました。平成24年に福岡大学病院救命救

急センターに入局後は、救急救命九州研修所にて救急隊、救急救命

士の教育に取り組んできました。さらに福岡大学薬学部で急性期

脳梗塞に関する基礎研究を行い、学位を取得後は米国ボストンのハ

ーバード大学医学部マサチューセッツ総合病院にてリサーチフェ

ローとして基礎研究のさらなる研鑽を積みました。

各診療科が細分化・高度化していく中、あらゆる疾患の初期診療

を行う救急医のニーズは増してきており、病院内での診療のみなら

ず、災害時の院外または被災地での災害医療提供も救急医の大切な

任務であります。また、2020年に始まったCOVID-19パンデミッ

ク時には救命救急センタースタッフが一丸となり、ECMOを含め

た集学的治療により“命の砦”としての役割を果たしたことも大き

な社会貢献を果たすことができたと感じております。

これまでご指導頂きました方々に感謝を申し上げるとともに、臨

床・研究・教育をバランスよく実践し、福岡大学および福岡大学病

院の発展に貢献できるよう努めて参ります。今度とも烏帽子会会

員皆様の温かいご支援、ご指導をどうぞよろしくお願い申し上げま

す。

教授就任のご挨拶
福岡大学医学部救命救急医学講座主任教授 仲 村 佳 彦（27回生）

仲 村 佳 彦
主任教授 略歴

生年月日 1979年4月4日

2004年3月
福岡大学医学部医学科卒業

2004年5月
福岡大学病院 初期臨床研修

2006年4月
福岡赤十字病院 救急部

2008年4月
前橋赤十字病院 高度救命救急センター
（5ヶ月間日本医科大学病院 高度
救命救急センターへ国内留学）

2012年4月
福岡大学病院 救命救急センター
助教

2015年10月
福岡大学病院 救命救急センター
講師（4条7号）

2016年4月
救急振興財団救急救命九州研修所
専任教授

2018年4月
ハーバード大学医学部／
マサチューセッツ総合病院
リサーチフェロー

2020年4月
福岡大学病院 救命救急センター
講師

2024年4月
福岡大学医学部 救命救急医学講座
主任教授
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2024年4月1日付で福岡大学医学部精神医学教室主任教授を拝

命いたしました。謹んでご挨拶申し上げます。

精神医学教室は1993年に設置されました。初代西園昌久教授、

2代目西村良二教授、3代目川嵜弘詔教授と受け継がれ、私で4代

目となります。これまでに我々の教室には多くの先生方が在籍し、

数々の業績を積み上げ、多くの優れた人材を輩出してきました。当

教室の伝統をかみしめ、その重責を担うこととなり身が引き締まる

思いです。

私は、2003年に産業医科大学医学部を卒業後は、当時中村純教

授が主催されていた産業医科大学医学部精神医学教室に入局いた

しました。小倉蒲生病院などの精神科病院での研鑽や専属産業医

として東芝や毎日新聞での研修を行いました。若いうちから研究

に携わる機会をいただき、精神薬理学的な研究を中心に行っていま

した。その後は産業精神医学にも興味を持ち、治療ゴールをリカバ

リーに据えた個別化精神医学研究に従事し、その道の第一人者でも

あるBernhardBaune教授の元に日本人としては初めて留学する

機会をいただきました。2021年からは福岡大学精神医学教室で、

これまでの研究分野に加えて精神分析や精神療法アプローチやリ

ハビリテーションアプローチを統合する形での臨床や研究を行う

機会をいただきました。また、医学生教育や医師の教育も積極的に

行ってきました。特に全国の若手医師に対する標準教育プログラ

ムの中心メンバーとして長年活動を行ってまいりました。

福岡大学精神医学教室には、臨床、研究、教育に対して意欲的な

医局員が多数在籍しています。教室の運営に当たっては、自由で多

様な研究グループを応援できるような医局を作っていきたいと思

います。臨床は「地域性」、研究は「国際性」を意識してこうと思

っています。そして若手と共に少しずつではあったとしても確実

に成長できるような教室を作ってまいろうと思います。

最後に、「福岡大学精神科で精神医学教育や研究をしたい」「福岡

大学病院の精神神経科で働きたい」「福岡大学病院の精神科で診て

もらいたい」「福岡大学精神医学教室の出身や職員であることに誇

りを持てる」、その様な教室でありたいと考えておりますので、今

後ともご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

教授就任ご挨拶
福岡大学医学部精神医学教室主任教授 堀 輝（特別会員）

堀 輝
主任教授略歴

平成9年3月
長野県立長野高等学校卒業
平成9年4月
産業医科大学医学部入学
平成15年3月
産業医科大学医学部卒業
平成15年6月
産業医科大学病院・臨床研修医
（神経精神科）
平成16年6月
小倉蒲生病院
平成17年6月
産業医科大学病院・専門修練医
（神経精神科）
平成19年6月
㈱東芝 北九州工場健康支援センター
産業医
平成20年6月
産業医科大学病院・専門修練医
（神経精神科）
平成21年4月
産業医科大学精神医学教室 助教
平成25年1月
産業医科大学精神医学教室
学内講師
平成27年4月
毎日新聞西部本社 産業医
平成28年4月
産業医科大学精神医学教室 講師
令和2年4月
北九州古賀病院精神科
令和3年4月
福岡大学医学部精神医学教室 講師
令和4年10月
福岡大学医学部精神医学教室准教授
令和6年4月
福岡大学医学部精神医学教室
主任教授
兼任：福岡大学病院精神・神経科

診療部長
福岡大学病院
認知症疾患医療センター センター長

● 教授就任挨拶 ●
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● 教授就任挨拶 ●

令和６年４月１日付けで福岡大学病院医療安全管理部病院教授

を拝命いたしました小吉里枝(こよしりえ)と申します。私は平成

１７年に福岡大学医学部を卒業し、臨床研修医を修了後、平成１９年

に朔啓二郎教授の主宰される心臓・血管内科学に入局いたしまし

た。平成２０年に大学院に入学し、現心臓・血管内科学教授である

三浦伸一郎先生のご指導のもと、超音波検査を用いた血流依存性血

管拡張反応（FMD）を測定し、冠動脈疾患との関連についての臨

床研究を行い、学位を取得いたしました。平成２９年５月より医療

安全管理部の所属となり、医療安全管理者として医師、看護師、薬

剤師を含む多職種のチームで医療安全活動に取り組んでおります。

近年、医療の高度化・専門化や患者の高齢化が急速に進み、医療

現場はより複雑になっています。患者さんに安全な医療サービス

を提供することは、医療の最も基本的な要件の一つであり、医療者

一人一人が自立した職業人として自己研鑽を重ね、医療に係る知

識・技術を一定のレベルに保つように努めることが必要です。同時

に人は誰でも間違えるという前提に立ち、過ちが起きないような環

境を整備し、システムを構築し、組織全体として安全管理の推進を

図ることが求められています。

医療安全管理部に配属されて以降、全国的にも問題となってい

る、放射線画像報告書見落とし防止や、転倒・転落防止、患者急変

対応システムの一つであるRapidResponseSystem（RRS）の立ち

上げなど、PDCAサイクルに基づいた安全策の策定に取り組んで

まいりました。ただ、これらの取り組みは安全管理部だけで行うこ

とは不可能で、多くの診療科の医師や看護師、コメディカル、事務

部門との多職種連携が不可欠です。これまで、先生方をはじめ、多

くの方々からご支援を賜り医療安全活動を行なってまいりました。

今後も福岡大学病院の理念である「あたたかい医療」を基に、安全

文化の醸成に貢献できますよう精進していく所存です。今後とも

皆様からのより一層のご指導を賜りますようお願い申し上げます。

教授就任挨拶
福岡大学病院医療安全管理部教授 小 吉 里 枝（28回生）

小 吉 里 枝
教授 略歴

平成10年
私立れいめい高等学校卒業

平成17年
福岡大学医学部医学科卒業

平成19年
福岡大学医学部 心臓・血管内科学
助手

平成24年
福岡大学病院 臨床検査部 助手

平成24年
福岡大学大学院医学研究科
先端医療科学系専攻博士課程修了

平成25年
医療法人 佐田厚生会 佐田病院
常勤医

平成28年
福岡大学医学部 特別寄付講座
地域医療管理学講座 助教

平成29年
福岡大学病院 医療安全管理部
助教

令和3年
福岡大学病院 医療安全管理部
講師

令和5年
福岡大学病院 医療安全管理部
診療准教授

令和6年
福岡大学病院 医療安全管理部
教授
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2024年4月1日より消化器内科教授(消化器内科診療部長・内

視鏡部診療部長・炎症性腸疾患センター診療部長)に就任しました

久部高司（ひさべたかし）と申します。烏帽子会会員の皆様にご挨

拶を申し上げます。

私は長崎県長崎市の出身で、1988年に福岡大学医学部に入学し、

学生時代は硬式テニス部に在籍しておりました。1994年に卒業し

福岡大学筑紫病院消化器内科に入局し、消化器内科の八尾恒良教

授、松井敏幸教授、植木敏晴教授そして内視鏡部の八尾建史教授の

もと診療・研究・教育に努めてまいりました。今回新たな役職を授

かり身に余る重責ではございますが、福岡大学筑紫病院の多くの

方々のご支援の賜物と心より感謝しております。一意専心にて皆

様のご期待に応えられるよう尽力いたします。私の専門領域は大

腸疾患ならびに炎症性腸疾患で、特に大腸腫瘍に関する画像診断と

内視鏡治療に注力してまいりました。また2019年4月より炎症性

腸疾患センター診療部長に就任しておりますが、炎症性腸疾患の診

療については集学的な診療体制が必要であり、IBDチーム医療ワー

キングを通して職種や診療科の垣根を越えたチーム医療の実践に

努めております。

現在私たちの消化器内科は、消化管研究室と肝胆膵研究室の２つ

の研究室で構成され全ての消化器疾患をカバーし、緊急の内視鏡検

査や治療にも対応しています。消化器内科領域では、大腸癌や炎症

性腸疾患、膵癌、胆管結石症は増加の一途を辿っておりますが、地

域医療支援病院として更なる診療体制の整備を行い、地域の先生方

のお役にたてるよう地域医療に貢献してまいります。

また、私たちの医局は臨床第一の理念のもと、患者さん中心の診

療をおこなってまいりましたが、大学病院として臨床を中心とした

学術研究を遂行し医療の発展にさらに寄与するために、今後も一例

一例を大切にしてまいります。さらに患者さんとご家族に心から

安心していただける医療を提供することはもちろんのこと、大学病

院として質の高い先進的で高度な医療も提供してまいりますが、新

しい治療を優先的に用いるのではなく、症例に応じた最適の治療を

選択し、より有効でかつ安全性を重視した診療を行ってまいりま

す。

福岡大学筑紫病院消化器内科は、これまでもこれからも今後を担

っていく良き臨床医の育成に努めてまいります。烏帽子会の皆様

におかれましては、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

教授就任挨拶
福岡大学筑紫病院消化器内科教授 久 部 高 司（17回生）

久 部 高 司
教授略歴

1969年9月26日生

1988年3月
長崎県立長崎北高等学校卒業
1994年3月
福岡大学医学部医学科卒業
1994年5月
福岡大学筑紫病院消化器内科入局
1998年4月
天陽会中央病院
2000年4月
福岡大学筑紫病院消化器内科
2001年6月
DukeUniversityMedicalCenter
(RadiationOncology)

2003年6月
新小倉病院
2005年7月
福岡大学筑紫病院消化器内科
2010年10月
福岡大学筑紫病院消化器内科 講師
2017年4月
福岡大学筑紫病院消化器内科
准教授
2019年4月
福岡大学筑紫病院炎症性腸疾患センター
センター長
2023年4月
福岡大学筑紫病院消化器内科
診療教授
2024年4月
福岡大学筑紫病院消化器内科 教授

● 教授就任挨拶 ●
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● 教授退任挨拶 ●

私は、この3月で定年退任しました。退任にあたり

烏帽子会の皆様にご挨拶させて頂きます。私は、

2008年4月に徳島大学から赴任しました。現役の

教授からの異動でした。当時、長崎に残してきた両

親が高齢で病気がちとなり、長崎に近い大学に異動

できないか悩んでいたところ、私の前任である柏村教

授（当時）から、お誘いをうけ移ることになりました。

当初2007年4月に着任の予定でしたが、徳島大学

の法医学教授が不在となることから、1年遅れの

2008年4月に着任しました。

法医学教室は、他の基礎講座と同様に教育、研究

に当たるとともに、臨床講座の診療と同様に法医実

務（解剖、検案、鑑定）を担っております。在任中の

教育、研究、法医解剖を振りかえってみます。

学部教育では、これから多死・人口減社会となるこ

と、在宅医療は在宅死につながることを学生に理解さ

せ、死者を診るために必要な法医学の知識を伝えて

きました。大学院教育では、専攻する研究者が少ない

法医学の領域にあって、論文博士、課程博士あわせ

て9名の学位取得者（医学博士）を指導できました。

法医解剖は、在任中の16年間で次第に増加して

きました。当初年間60体程度の解剖数でしたが、

最後の数年は100体を超える解剖数になりました。

解剖数の増加は、高齢社会の進行と総死亡数の増

加を反映したものと考えます。また、解剖は、数だけ

でなく、質も変わりました。増加した解剖は、犯罪死

体ではなく非犯罪死体で、年齢も高齢者が多くなっ

てきました。一人暮らしの高齢者が死亡し、発見が

遅れて死体現象が顕著に進み腐敗した死体となって

発見される事例が増加しました。

研究では、地元福岡のために何ができるかを考

え、２つの研究課題に取り組みました。2006年に発

生した「海の中道大橋飲酒運転事故」は、社会に大き

な衝撃を与えました。そこで飲酒運転の証明・抑止

につながる研究に取り組むことにしました。エチルグ

ルコシド（EG）は、日本酒に含まれる成分ですが、私

たちはさまざまな醸造酒にEGが含まれることを明ら

かにし、蒸留酒も食事とともに飲酒した場合には、体

内でEGが合成されることを確認しました。EGは飲

酒後、尿中にエタノールが排泄されなくなっても検出

できることから、飲酒の証明につながるものと考えら

れました。もう一つは、性犯罪の証明・抑止につなが

る研究です。福岡は、人口1万人あたりの性犯罪の

認知件数は大阪に次いで全国第2位です。睡眠導

入剤等の薬物（DRD）を使用した性犯罪事件では、

DRDの証明が課題となります。私たちは毛髪中の

DRD検出法の開発に取り組みました。開発した方法

により、毛髪からDRDを検出した鑑定結果は、裁判

において証拠採用されるようになりました。

福岡大学で過ごした16年間に、様々なチャンスを

得ることができました。学内外の研究者との交流は

研究の進展に、多くの解剖症例は珍しい症例に遭遇

する機会となりました。組織の運営においては医学

部長、学長補佐、日本法医学会理事長・会長、国際

法医学シンポジウムISALM会長、内閣府や厚生労

働省の委員を担うことができました。そして両親を

看ることができました。福岡大学で、私は様々なチャ

ンスに恵まれました。感謝しかありません。

最後に16年間の在任中、烏帽子会の皆様には、大

変お世話になりました。烏帽子会ならびに福岡大学医

学部の今後ますますのご発展を祈念申し上げます。

教授退任挨拶
福岡大学医学部法医学前教授 久 保 真 一 （特別会員）

教授退任挨拶
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● 教授退任挨拶 ●

2000年に福岡大学に医学部第三内科教授に就任

しました。その後、内科はナンバー内科から、七つの

臓器別内科再編となり、私は消化器内科初代教授に

就任しました。19年勤務した後、5年間医学部総合

医学研究センターに勤務し、合計24年間福岡大学

にお世話になりました。

私は福岡大学赴任時、消化器内科を九州の消化

器病の診断、治療の中核施設へと育てることを第一

目標に掲げました。

１．臨床部門の充実

まず、就任後5年間は臨床部門を充実させること

を目標としました。

福岡県は肝癌患者が全国的にも極めて多い地域

です。しかし、残念なことに、市民ならびに肝臓病患

者さんの肝臓病への理解が十分ではなく、そのため、

肝癌の早期発見の機会を逸している場面に幾度とな

く遭遇しました。そして、我々医療従事者が、市民な

らびに患者さんに直接最新の医療情報を届けること

が重要だという思いを抱くようになりました。そこで、

福岡市内で、毎年300～400人規模の市民公開講

座を企画し、肝疾患、肝炎ウイルスとその肝癌との関

係、そして、肝癌の早期発見と治療について医局員

とともに講演と医療相談会を行ってきました。この活

動は15年以上にわたりました。

並行して、当科では2000年より肝癌に対する治療

としてラジオ波焼灼術を開始し、本治療を受けるため

福岡県内から多くの患者さんが、福大病院を受診さ

れました。私の在任中に本治療の症例数は2300例

を超え、また、放射線科の協力の下、肝癌の抗癌剤

治療例数は2000例を超えるほどになりました。一方

で、当科の入院待ち数が60－80人という事態も起

こりました。

また、ウイルス性肝炎ならびに肝癌の臨床を学ば

せるため、本邦でその症例数が最も多い虎の門病院

に、合計5名の医局員を派遣し、当科の臨床力の更

なる向上を図りました。

さらに、福大病院を移植医療のメッカにするため

に、当時の消化器外科の山下裕一教授とともに、生

体肝移植を開始しました。

また、日本消化器病学会九州支部長として、学会

を活性化し、女性医師の会設立などの新しい活動を

促進しました。

２．基礎研究の充実

大学病院である以上、臨床ばかりではなく、基礎

的研究が極めて重要だと考え、基礎的な知識に裏打

ちされた医師を養成しました。基礎研究は多額の薬

品購入ならびに研究補助員に対する人件費が必要と

なります。そこで、当時福岡大学にはなかった研究

寄附講座というシステムを本学に申請しました。今ま

でにない新たなシステムで、認可までには多くののハ

ードルがありました。努力の甲斐あり、最終的に認め

られ、現在医学部の多くの講座でこのシステムを使っ

24年の教授生活と感謝の思い
福岡大学名誉教授前消化器内科学教授 向 坂 彰太郎 （特別会員）
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● 教授退任挨拶 ●

た寄附講座が開設されています。研究寄附講座へ

の寄付、ならびに製薬会社の治験、他の病院からの

寄附などを会わせ、数億円を超える研究費が集まり、

研究人件費、試薬費、レーザー顕微鏡、小腸内視

鏡、携帯式腹部超音波器、InBody体成分分析装

置など、基礎ならびに臨床機器の購入に使わせてい

ただきました。

また、基礎研究のために、医局員を米国Yale大

学、MayoClinic、九州大学生化学教室などに留学

させて、当科の基礎研究のレベル向上を図りました。

私自身、日本臨床分子形態学会(従来の日本臨

床電子顕微鏡学会)の理事長を7年務め、新しい学

会づくりと全国の研究者、特に若手の研究者に学会

発表とその成果の論文執筆を奨励し、本邦の基礎研

究が世界に知られるように努力しました。また、若い

頃の私の研究は、インパクトファクター10点以上の

雑誌に25回以上アクセプトされています。

3．福大病院新診療棟の建築

2010年竣工の福岡病院新診療棟建築において、

内藤正俊病院長の下、病棟部門の責任者を務めさ

せていただき、設計段階から携わる事となりました。

診療科の統合とより効率的な病棟利用、さらに、患者

さんの病院へのアクセスを重視した設計となりまし

た。病院と地下鉄福大前駅を直接つなぎ、その間に

スターバックスを導入しました。まるで空港ターミナ

ルの様な外観と吹き抜け空間のある病院受付など、

福大病院は都会的でアクセスが良く、しかも、待ち時

間などに利用できる空間を考慮した病院と評価を受

けました。その後、新診療棟は2012年第25回福岡

市都市景観賞（建築部門）、2012年照明普及賞（優

秀施設賞）などが授与されました。

4．学生教育

教育においては、福大赴任時より消化器に関係し

た基礎の各科、消化器内科、消化器外科、放射線科

の講義内容すべてをPowerPointのテキスト形式と

して製本し、配布しました。これにより従来400枚以

上あった配布プリントを激減させ、学生からは好評で

した。今では一般的になっているこのテキストは、当

時としては斬新で、各科の講義の先生には感謝いた

します。一方、学生に無記名で講義担当者の点数を

つけてもらい、その点数ならびに学生の意見を全先

生にフィードバックしました。これには、当初講義担

当者から批判的な意見も多数でましたが、改革には

学生の意見を真摯に聴くことが重要と考え、実行させ

ていただきました。その後、講義前のスライド作りや

講義そのものにも講義担当者が努力されて、全体の

講義内容が飛躍的に改善しました。

以上、４つの観点から私の福岡大学での活動を述

べさせていただきました。

私の臨床ならびに研究におけるモットーは｢人のや

ったことはやらない｣、そして、｢科学に厳しく患者に優

しく｣です。このような考えの基に、批判を恐れず大

学生活を送って参りましたので、周りの先生方ならび

に、医局の秘書・研究員の方にも多大な迷惑を掛け

てきたかと思います。そのような私のわがままを受け

入れて頂いた、福岡大学医学部の各科の先生方、そ

して何より消化器内科の皆様には、言葉では言い尽く

せないほどの感謝の念でいっぱいです。今後も、福

岡大学のならびに皆様のご発展とご健勝を心からお

祈りしております。
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この度、第33回日本乳癌検診学会学術総会

（2023年11月24日（金）・25日（土）の2日間）を

国際会議場および福岡サンパレスで会場とWEB(オ

ンデマンド)での方式で開催させていただきました。

本学術総会の開催に際しまして、烏帽子会の皆さま

には多大なるご支援を賜りましたこと、厚く御礼申し

あげます。また、福岡では3回目の開催となりました

が、盛会のうちに終えることができましたので、ここに

ご報告させていただきます。

さて、増加し続ける乳がんの検診に関係する画像

診断の進歩はめざましいものがありますが、最新情報

には新しく取り入れるべきもの、新しくてもすぐに取り

入れず今までの方法を変えない方が良いものもある

と思います。そこで、今回の学術総会のテーマは「持

続可能な乳癌検診をめざして～時代を見据えながら

～」とし時代を見据えつつ、今後のより良い検診のあり

方、持続可能な乳癌検診はどうあるべきかを会員の

皆様と考えたいと思い構成致しました。

シンポジウム①では持続可能な乳がん検診を様々

の立場でご講演頂き、他にも視触診の是非、ブレス

ト・アウェアネス、医療経済・費用対効果、マンモグ

ラフィの比較読影・再撮影・被曝関連、がん教育、

HBOCに対する検診、US併用検診、マンモグラフィ

と超音波の読影のコツ、AIや新しいモダリティ等の最

新情報に関しても日本を代表するエキスパートの講

師陣によりご講演頂き、多くの知識を得られるセッショ

ンを企画し、期待通りの有意義なセッションとなりまし

た。

また、特別講演①では超音波検査併用による乳が

ん検診の導入に向けて講演頂き、特別講演②で、検

診における精度管理の理解を深めて頂きたく、精度

管理の過去から現在、更に今後どのような精度管理

を目指すべきかを講演して頂きました。

招待講演では、医療CGの第一人者である瀬尾拡

史先生より、診療に役立つ医療用画像からの3DCG

再構成を素早く鮮明な画像処理の有用性や今後の

展開についてご講演頂きました。いずれの講演も大

変勉強になりましたという声を多数の参加者からいた

だきました。

さらに、例年通り研修委員会と各種委員会企画な

らびに共催の各種セミナーも開催致しました。特に総

合判定セミナーでは「みんなで投票、総合判定マス

ター目指せ！」として、出席者参加型で構成され、日

常診療に役立つ「マンモグラフィ技術セミナー」、「超

音波ハンズオンセミナー」も開催致しました。

一般演題は、200演題を超えるご応募をいただき

第33回日本乳癌検診学会学術総会の開催ご報告

渡 邉 良 二（8回生）

学会報告

● 学会報告 ●

第33回日本乳癌検診学会学術総会会長
糸島医師会病院乳腺センター
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● 学会報告 ●

活発な討議が行われました。

今回、研修医・学生セッションも設け、期待通り若

い方々を含めて検診について討論するよい機会の提

供になったと思っています。

御蔭様で、招待者を含め1554名の例年を上回る

参加人数があり、盛会で学術総会を終えることがで

きました。これも、皆様から頂きました御高配の賜物

と思い、心より御礼申し上げます。尚、乳房超音波

検診精度管理委員会委員長として編集を担当した

「超音波による乳がん検診の手引き～精度管理マニ

ュアル～改定第2版」発刊が学術総会に間に合った

ことも御礼を兼ね報告させていただきます。

全国学会により苦労も多 あ々りましたが、全国の参

加された多数の先生方から、大変勉強になりましたと

いう声をいただきました。

今回、実行委員長の冨田昌良先生（7回生）と顧

問をしていただいた元がん研究所病理部長の秋山太

先生（7回生）をはじめ、運営企画委員として藤光律

子先生（8回生）、森寿治先生（10回生）、吉永康照

先生（11回生）、松尾文恵先生（13回生）、プログラ

ム委員の島倉樹子先生（18回生）深水康吉先生（23

回生）のご指導とご協力で開催することができまし

た。さらに、開催当日の会場運営に関しては糸島医

師会病院スタッフのチームワークの高さに感謝とお褒

めの声をいただきました。

また、本学術総会の開催に際しましては、多くの

方々から惜しみないご指導、ご鞭撻を頂きましたこと、

本誌をお借りし御礼申し上げます。

最後になりましたが、福岡大学医学部同窓会の皆

様方には心より御礼を申し上げますとともに、烏帽子

会の益々のご発展をお祈り申し上げます。引き続き

ご支援ご指導お願い申し上げます。

渡邉 冨田院長
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2023年12月2日（土）、福岡市のアクロス福岡に

て第135回日本循環器学会九州地方会を開催いた

しました。本会の開催に際し、福岡大学医学部同窓

会より多大なるご支援を賜りまして心より感謝申し上

げます。

本学会は九州地域における循環器疾患の臨床・教

育・研究に携わる医療従事者が、これまで経験した

貴重な症例や、基礎および臨床など日頃の研究成

果を発表し、学術的交流や親交を深める貴重な機会

として発展し定着しています。

今回私たちは外科医と内科医のそれぞれの立場

で、それぞれの得意とする心臓・血管分野の発展と

ともにハートチームの強固な連携を演繹するという強

い思いを込め、本会のテーマを「OurHeartTeam－

外科内科、そしてチーム医療－」と掲げることとしま

した。急性期から慢性期、日常診療から先進医療に

至るまで循環器診療は幅広く、Dx医療の進歩ととも

に診療技術はより高度に、また深く複雑に進化してい

ます。こうした目覚ましく発展する先進医療におい

て、外科と内科それぞれの活性化と綿密な連携と共

に多職種とのチームプレーは不可欠といえます。

教育セッションでは、大会長2名がそれぞれ座長

を務め、東京医科歯科大学循環制御内科学笹野哲

郎教授に「AI時代の心電学」、東京医科歯科大学心

臓血管外科学分野藤田知之教授には「ロボット僧帽

弁形成術の進歩」をご講演いただきました。

第135回日本循環器学会九州地方会開催のご報告

福岡大学医学部心臓血管外科学主任教授 和 田 秀 一 （13回生）

福岡大学医学部臨床検査医学主任教授 小 川 正 浩 （14回生）

● 学会報告 ●
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● 学会報告 ●

また会長特別企画では、「TAVR時代のAS治療

戦略」、「心不全における不整脈診療」、「心臓生理の

基礎と臨床」の3つのセッションを、また今回の目玉

として「キッズハートセミナー」を企画・運営しました。

心臓血管外科学と臨床検査医学の医局員とハートセ

ンターの看護師が協力し、参加者のお子さまを対象

に模擬循環器医療者体験をしていただきました。い

ずれの企画も本学会において前例のないもので、多く

の参加者の皆様に大変好評をいただいたと自負して

おります。

このように盛会裏に終えることができましたのも同

窓会の皆様からの温かいご支援の賜物と改めて心よ

り感謝を申し上げます。ありがとうございました。

今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し

上げます。
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● 学会報告 ●

この度は、福岡大学医学部同窓会のご支援の下、

2024年1月28日（日）に第6回日本抗加齢医学会

九州地方会学術総会を開催させていただくことがで

きました。紙面を借りまして、ご報告させていただき

ます。

アメリカの医学者ウイリアム・オスラー博士の「ヒト

は血管とともに老いる」という言葉にもあるように、若

い血管をいつまでも保つことがアンチエイジングにつ

ながっています。そこで、今回の学術総会のテーマ

は、「多職種協働と、エクササイズと、アンチエイジ

ング」とさせていただきました。「多職種協働」とは、

様々な専門性を持つ職種で共通の目標に向けて共に

働くことです。医療分野では、患者さんに対して、医

師や看護師、理学療法士、歯科医師、薬剤師のみな

らず、ケアマネジャーや介護士、民生委員など多くの

職種が関わり、円滑なコミュニケーションを持つ質の

高いチームでより良い治療を実践できるように心がけ

ます。患者さんはもとより、より多くの皆さんのアンチ

エイジングにも多職種で関わることが重要です。ま

た、エクササイズは、いうまでもなく、栄養とともに健

康によい方法です。今回、国内の高名な先生をお呼

びし、心血管病の予防に欠かせないアンチエイジン

グについて様々なトピックスを発表いただきました。

特に、特別講演は、順天堂大学大学院医学研

究科循環器内科教授の南野徹先生に演題名「老化

は制御可能か」にて、老化細胞を標的とした抗老化

治療（Seno-antigen,SASP,Seno-anergy）の可能

性をお教えいただきました。また、トピックス＜多職

種連携によるアンチエイジング＞では、3名の方々か

ら、「健康管理ソリューションにおいて薬局ができるこ

と・求められること」、「みやき町における産官学民連

携による健幸づくり（みやき健幸大学プロジェクト）」、

「病院管理栄養士による配食開発協力について」を

ご発表いただきました。

今回の学会が滞りなく開催できましたのも同窓会

の先生方のご支援のおかげです。厚く御礼申し上げ

ます。今後もご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し

上げます。

第6回日本抗加齢医学会
九州地方会学術総会を終えて

福岡大学医学部心臓・血管内科学主任教授 三 浦 伸一郎（11回生）
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● 研究奨励賞募集要項／在外研修援助金 募集要項 ●
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令和7年度 福岡大学医学部同窓会烏帽子会

研究奨励賞募集要項

申請方法につきましては、秋号にてお知らせいたします。
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福岡大学医学部同窓会烏帽子会

在外研修援助金 募集要項
長期研修
対 象：正会員、準会員（本会会費完納を条件とする）で医学の研究または医療技術の習得のため、

３ヶ月以上外国に留学する者
申請方法：所定の申請書により留学出発３ヶ月前までに提出の事
提 出 先：〒814-0180 福岡市城南区七隈7-45-1

福岡大学医学部同窓会事務局
ＴＥＬ092-865-6353（直通） 代表092-801-1011／内線3032
ＦＡＸ092-865-9484

援 助 金：１件20万円を限度とし、年間5件以内
発 表：本人に文書にて連絡
そ の 他：①受給者は帰国後その成果を同窓会会報に発表する事

②申請書は同窓会事務局に請求又は烏帽子会ホームページからダウンロードの事
③研修中に生じた問題については同窓会は関与しない

※なお在外研究援助金をうけ留学している者は、出来る限り学生会員海外研修助成事業に賛同し、
渡航研修する受け入れ側施設担当者として、協力する事が望ましい。
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● 支部だより ●

烏帽子会関東支部発足
関東支部長 柏 木 慎 也 （21回生）

21回生の柏木慎也です。この度烏帽子会関東支

部が発足いたしましたのでご報告致します。

小玉会長、川浪理事、北島理事、安部理事のご尽

力に感謝いたします。

東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、群馬県、栃

木県、茨城県に開業もしくは勤務する同窓生を関東

支部会員とさせていただきました。

関東は大学、研究機関、がんセンター等多くの医

療機関があり、それらにかかわる人、関東が地元の

人、結婚して福岡からやってきた人など300名以上

の同窓生がいる中でやっと関東支部が発足しました。

2024年2月10日、第1回烏帽子会関東支部総

会がニューオータニ東京で開催されました。

まず、設立総会にて支部の承認、そして会長に選

出していただきました。その後は懇親会で食事をし

ながら小玉会長の医学部、同窓会の現状のご報告を

拝聴し、会員それぞれの近況報告をしていただき、

楽しく懐かしいひと時を分かち合いました。

川浪理事、北島理事とは学生の頃、2班で一緒で

した。担任は臨床検査部の井手口先生でした。班

の飲み会を私が仕切っていたので支部長のお話をい

ただいたのでしょうか。

関東にいる21回生は仲が良く、川浪先生が教授に

なられた際もお祝いをしました。

この度北島先生も教授になられて、同期として誇ら

しいです。木下先生が佐賀支部の支部長をされてい

ます。21回生で烏帽子会を支えていきたいと思いま

す。

関東支部の役割として、現存の支部会員の交流は

もちろんのことですが、研修を関東の病院でしようと

考えている学生さんの相談にものってあげたいと思っ

ています。支部の会合の時であればいろんな世代の

方 に々会うことができると思います。現支部会員でな

くても関東に所縁のある方であれば飲み会への参加

は大歓迎です。

今後とも関東支部をよろしくお願いいたします。

支部だより

eboshikaikantoushibu@gmail.com
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● 支部だより ●

第29回 鹿児島支部総会および懇親会報告
鹿児島支部長 橋 口 恭 博 （11回生）

日 時：令和６年2月17日（土） 17:00～

会 場：ホテルレクストン鹿児島

出席者：30名

鹿児島支部は現在200名超の会員の先生方が、

薩摩・大隅そして離島の県内津々浦々で活躍されて

います。支部会はここ４年コロナ禍のため流会とな

っておりましたが、本年小玉 正太会長(13)、林英

之副会長(1)をお招きし、久しぶりに開催しました。

開会に先立ち令和５年11月６日に皮膚癌のため

ご逝去された、村永整形外科院長 村永実幸先生

(9)に黙祷を捧げました。私個人的にも本学軟式庭

球部の先輩として、また鹿児島でも医師会の先輩と

して大変お世話になった方でした。改めてご冥福を

お祈り申し上げます。

総会では令和２～５年度事業および会計ならび

に監査報告、令和６年度事業および予算（案）の承

認。役員人事の件。次回第30回総会特別講演

演者推薦の件など討議頂きました。その後小玉会長

に最近の本学の様子や会長の研究テーマにつきご講

演頂き、本学の変貌や膵島移植についての新知見を

垣間見ることができました。懇親会では林副会長の

ご挨拶で本学50年の歩みをお話頂き、本学腫瘍・

血液・感染症内科学准教授より転出され、鹿児島大

学大学院医歯学総合研究科血液・膠原病内科学分

野教授に着任されている石塚賢治先生の乾杯で開

宴となりました。一桁回卒の大先輩の先生方から初

参加の若手の先生方まで、昔話や近況報告を頂き、

楽しい時間を過ごしました。

当支部では組織再編、会費問題など懸案も多 あ々

りますが、皆さんにご協力を頂きながら今後も運営

し、医療業務にも生かされる絆を繋げられる様にでき

ればと考えています。来年の第30回支部会もご参

加を宜しくお願い申し上げます。
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● 学生会員支援報告 ●

学生会員支援報告

同窓会の皆様には、平素より福岡大学の医学教育

への多くのご支援をいただき、誠にありがとうございま

す。

令和6年2月2日RI大講堂にて、医師法の一部

改正に伴い公的化された医学生共用試験（CBT・

OSCE）に合格したM4の学生110名に対して、医学

生共用試験合格証及び白衣授与式が執り行われま

した。これまでのStudentdoctorの名称は臨床実習

生となり、「診療参加型臨床実習のための医学生の

医行為水準」に基づき、指導教員の監督下で一部の

医療行為が実施できるようになりました。烏帽子会

から寄贈された白衣は、今年度から生地をワンランク

アップした新しい素材にしていただきました。真新し

い白衣に袖を通した学生は、多くのご父兄の同席のも

と、全員でヒポクラテスの誓いを宣誓しました。

翌週月曜日朝早くから、臨床実習生たちは緊張し

た面持ちで、福岡大学病院の各診療科に配属され医

療チームの一員として実習を開始しております。こ

れから臨床の現場で患者さんや病院の多職種から学

び、医師になるトレーニングを積んでさらに成長する

ことを期待しております。

昨年度よりM5の学外クリニカル・クラークシップで

は、福大病院近隣の病院の先生方に医学生をご指

導いただいており、心から感謝申し上げます。今後と

も厳しくまた暖かいご指導をどうぞよろしくお願い申し

上げます。

同窓会の皆様の益々のご健勝をお祈り申し上げま

す。

令和5年度 臨床実習生認定・白衣授与式
福岡大学医学部医学教育推進講座教授 安 元 佐 和（７回生）
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● 学生会員支援報告 ●

2024年2月2日、RI大講堂にて白衣授与・

StudentDoctor認定式が行われました。このような

素晴らしい式を開催していただき、誠にありがとうご

ざいました。学年を代表し、携わっていただいた全て

の方に心よりお礼を申し上げます。

白衣授与式では、烏帽子会より学生一人ひとりの

名前が刺繍された立派な白衣をいただきました。い

ただいた白衣に袖を通してみると、これから臨床の現

場に立つ医療者の一人だということを改めて実感さ

せられ、身の引き締まる思いがしました。

私たちの大学生活はコロナ禍により様々な活動が

制限される状況の中でスタートし、戸惑いや不安を感

じることの多い日々でした。先生方をはじめ多くの

方 に々支えていただき、4年間を乗り越え、この度新

たな一歩を踏み出すことができましたこと、深く感謝

申し上げます。

これからの実習では、教科書で学んできた知識が

臨床の現場でどのように応用されているのかを実際に

目で見て学んでいきたいと思います。また、患者さ

んと接する中で医師としてふさわしい態度や心遣い

を身に付け、人間として成長することも臨床実習の重

要な目的であると感じています。限られた期間の実

習が有意義なものとなるよう、貪欲に学ぼうとする姿

勢を大切に、向上心を持って日々学習に励んでいく

所存です。

診療に参加して学ぶ機会をいただいていることに

感謝し、医療者としての自覚と責任を持ち実習に取り

組むことをここに誓い、お礼の言葉とさせていただき

ます。

白衣授与式を終えて
池 松 美 織（M5）



24烏帽子会会報2024年春 76号

● キャンパス便り ●

2023年度に福岡大学医学部剣道部（正式名：剣

道愛好会）は創立50周年を迎えました。また、顧問

の鍋島茂樹先生（1990年卒）が、2023年4月に福

岡大学医学部総合診療学講座の主任教授に昇進さ

れました。そこでOB・OGと学生が一堂に会してこ

れらを祝いました。

現在の部員数は33名で医学部をはじめ薬学部、

理学部、工学部、経済学部、法学部の学生が所属し

ています。またOB・OGの数は約140人になりまし

た。

福岡大学医学部剣道部の創立は1973年（昭和

48年）4月です。これまで吉田隆OB会長（2回生）

のもとに5年毎に周年記念パーティーを行ってきまし

た。今回は50周年を迎え、2023年12月2日、頤

和園（いわえん）博多駅前店におきまして、OB・

OG24名、学生28名（計52名）が集まり祝賀会を行

い、遠方は千葉県から駆け付けてくれました。また、

この節目の日をもってOB会長吉田隆先輩から私渕

野がOB会長を引き継ぐこととなりました。

何故、剣道部が途絶えることなく50年続き、そし

てこのような記念祝賀会ができたのか？「学生が主

役・中心となって剣道部の日 の々活動をコツコツと行

い、OB・OGとの関係を大切にし、伝統を繋ぐ者がず

っといたから。そして、OB会がずっと現役学生の応

援団であったから」です。学生時代のことを思い出す

時、医学の勉強のことよりも先にクラブ活動の想い出

が浮かんでくるのは私だけではないと思います。

“縁”があって剣道部という場に集まり、先輩後輩と共

に熱い気持ちで日 を々過ごしました。未熟であった自

分を大人に育ててもらったという感謝、“恩”を感じま

す。“縁”と“恩”。“御恩報謝”。そんな気持ちが

脈 と々繋がったからこの伝統ができたのです。

今の医学生は、我 の々学生時代とは格段の差があ

る量の医学情報のため、厳しい勉学が必須であること

は間違いありません。しかし、後輩たちには学生時代

は勉学以外に何かに打ち込んで欲しい。そしてそこ

剣道部創立50周年記念祝賀会
―50年を繋いだ学生 OB会は学生の応援団―

剣道部OB会会長 渕 野 泰 秀（8回生／社会医療法人財団白十字会白十字病院）

キャンパス便り

創立50周年記念祝賀会
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● キャンパス便り ●

から机の上では学べないことを沢山学んで欲しい、色

んなことを感じて欲しい。そんな経験は自ずと勉学

にも良い影響をもたらします。それが人間的に深み

のある温かい心を持つ医者を創ります。そしてそれ

が、先輩後輩の太い絆、福大医学部の脈 と々した伝

統を築いていく礎となるのですから。

OBと学生の懇談

50周年記念品鍋島教授（剣道部顧問）を囲んで

OB戦（2023年12月）
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今から33年程前の平成3年であったが、岡崎先生

がまだ主任教授に就任される以前のことである。私

は外科学第一からの学内ローテーション医として、放

射線医学教室で講師時代の岡崎先生から多くの御

指導を賜った。当時、腹部血管造影チームは私や佐

藤茂先生など、外人部隊と呼ばれた放射線科入局

者以外のローテーターが常勤し、岡崎先生からは

TAEはじめIVRについて多くをご指導頂いていた。

ただ、岡崎先生は元々外科医で在られたが（九州大

学１外科出身）、当時導入された鎖骨下動注ポート

挿入や経腸間膜静脈経由門脈造影など、血管造影

室には全く似つかわしくない手技の助手を私が担当さ

せて頂いていた。これが結構辛く、研修2年目の未

熟な外科手技を徹底的に厳しく御指導頂いたため、

学外の関連病院へ行って一般外科の手術をさせて

貰った方が良かったかな？と思ったことさえあった。

診療が終わっても遅くまで医局でその日の読影や治

療に関する勉強会が行われ、そのあと岡崎先生が管

理されていたデーターベースからテーマを頂き、学会

発表や論文作成に格闘する日 を々過ごした。卒後２

年目にして既に医師としての学習習慣を整えて頂き、

以後大学教官として生きて行く姿勢を学んだ。

受け持ち患者さんは、ほぼ全員が肝不全患者で肝

硬変、肝癌を経て壮絶な最期を共にした。当時は告

知しない時代であったが、アミノレバンと新鮮凍結血

漿を通常点滴として用い、吐血・下血の中で一家の

主人が当然死期を悟り、残る家族のために奔走する

姿には言葉に出来ないほど心を打たれた。この生死

観の中で究極のreplacement治療は移植医療では

ないかと考えるようになった。当時はほとんど病棟か

医局で暮らしていたのであるが、ある日岡崎先生に

呼ばれ「夏休みをやるからどこか見学に行って人生を

決めてこい」と言われた。わずか１週間余りであった

が、1991年当時肝移植の聖地であった、Pittsburgh

大学に紹介状１通だけを持ち見学に向かった。

日本では1997年に臓器移植法が成立し、1999年に

訃 報

腹部血管造影チームの一員としての思い出
再生移植医学講座主任教授／福岡大学医学部長 小 玉 正 太

● 訃 報 ●

正会員 橋 口 雅 尚先生 令和６年 5月 9日 ご逝去（4回生）
正会員 井 上 廣先生 令和４年 7月16日 ご逝去（6回生）
正会員 村 永 実 幸先生 令和５年11月 6日 ご逝去（9回生）
正会員 林 伸 昭先生 令和４年10月20日 ご逝去（10回生）
正会員 大 城 徹先生 令和４年 7月16日 ご逝去（22回生）
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は臓器移植法施行後初の脳死ドナーからの臓器移

植実施となったが、それ以前のことであった。当時、

見学先のPittsburgh大学には日常一般診療として

確立した移植医療があった。故Starzl教授もバイパ

ス術後でセミ・リタイアの身ではあったが、カンファレ

ンス等では座長をされ、病理医を交えた移植カンファ

では泣き止まぬ自分の赤ん坊をあやしながら、プレゼ

ンをしている医師が印象的で、日本では有り得んこと

だなと感じたことを記憶する。帰国して移植外科医

になりたい想いを岡崎先生に伝えると大変喜ばれ、

翌週の厚労省班会議にお連れ頂き国立がんセンター

で岡崎先生の元同僚であられた幕内先生と、そちら

に弟子入りされていた１外科先輩の嘉数先生をご紹

介頂いた。そして放射線科ローテンション後、膵頭

十二指腸切除後再建術の今永法ゆかりの愛知県が

んセンターに消化器外科チーフ・レジデントとして勤

務するが、岡崎先生の弟子というだけで放射線科の

荒井部長（後に国立がんセンター部長として異動）ほ

か、多くの外科指導医にも可愛がって頂いたものであ

った。

現在、血管造影室でエコーガイド下門脈穿刺によ

る経門脈的膵島移植を吉満教授にお願いして、高山

先生に担当して頂いている。思えば膵島移植黎明

期には東原先生、高良先生に御尽力頂き先進医療

から保険診療となった。不肖の弟子の一人として、

肝臓移植外科医にはならずとも、血管造影室で現行

の移植医療を指導する身となった。時に血管造影室

で指導医から指導される若い医師の姿に、当時の自

分の面影を重ねDejavuを感じることがある。

ご指導頂きましたことに心から感謝申し上げ、ご冥

福をお祈り致します。

● 訃 報 ●
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● 烏帽子会資料 ●

医局長・医長名簿

外来医長病棟医長医 局 長
［ 福 岡 大 学 病 院 ］

茂 木 愛 浦中 島 勇 太 雲佐々木 秀 法腫瘍・血液･感染症内科
横 溝 久牟 田 芳 実 叡髙 士 祐 一内 分 泌 ・ 糖 尿 病 内 科
加 藤 悠 太 餌田 代 浩 平有 村 聴 噂循 環 器 内 科
田 中 崇古 賀 毅 彦 餌船 越 禎 広 姥消 化 器 内 科
井 上 博 之春 藤 裕 樹濵 田 直 樹呼 吸 器 内 科
多 田 和 弘嶋 本 聖伊 藤 健 二 浦腎 臓 ･膠 原 病 内 科

伊 藤 建 二 浦血液浄化療法センター
合 馬 慎 二 姥井 上 賢 一 映三 嶋 崇 靖 雲脳 神 経 内 科
原 田 康 平畑 中 聡 仁飯 田 仁 志 荏精 神 神 経 科
吉 村 裕 太〃 （ デ ィ ケ ア ）
後 藤 綾 子古 賀 信 彦 影宮 本 辰 樹 閏小 児 科
中 島 亮内 藤 滋 俊梶 原 正 俊消 化 器 外 科

中 島 裕 康宮 原 聡呼吸器・乳腺内分泌・小児外科
塩 川 晃 章 云廣 田 高 志 荏瀬 尾 哉整 形 外 科
立 道 早 佳谷 ありさ小 柳 俊 彰形 成 外 科
田 中 秀 明吉 永 進太郎 嬰小 林 広 昌 荏脳 神 経 外 科
古 井 雅 人寺 谷 裕 充 雲桑 原 豪 閏心 臓 血 管 外 科
佐 藤 絵 美 運大 賀 保 範清 水 裕 毅 嬰皮 膚 科
岡 部 雄郡 家 直 敬松 﨑 洋 吏 閏腎 泌 尿 器 外 科
井 槌 大 介 （産 科）漆 山 大 知 雲（産 科）吉 川 賢 一 嬰産 婦 人 科
清 島 千 尋 （婦人科）重 川 浩一郎 映（婦人科）〃
川 村 朋 子上 野 智 弘 叡原 田 一 宏眼 科
木 庭 忠 士妻 鳥 敬一郎 荏佐 藤 晋 運耳 鼻 咽 喉 科
中 根 慎一朗赤 井 智 春 閏高 山 幸 久放 射 線 科
柴 田 志 保 瓜平 井 規 雅三 股 亮 介 荏麻 酔 科
吉 野 綾喜 多 涼 介瀬 戸 美 夏歯 科 口 腔 外 科
奥 津 翔 太 影鈴 山 裕 貴 叡坂 本 篤 彦総 合 診 療 科

上 杉 憲 子病 理 部
髙 田 耕 平臨 床 検 査 部 ・ 輸 血 部

村 西 謙太郎 営森 本 紳 一 営救 命 救 急 セ ン タ ー
瀬戸上 貴 資 瓜（新生児部門）総合周産期母子医療センター
小 幡 聡 （小児外来）〃

野 下 育 真鈴 山 裕 貴 叡臓器移植医療センター
［ 福 岡 大 学 筑 紫 病 院 ］

（泌尿器科）宮 島 茂 郎 鰻筑紫病院（総医局長）
松 岡 優 太 営高 宮 陽 介 瓜池 周 而 厩循 環 器 内 科
小 林 邦 久工 藤 忠 睦 姥阿 部 一 朗内 分 泌 ・ 糖 尿 病 内 科
吉 田 祐 士 雲木 下 義 晃串 間 尚 子呼 吸 器 内 科
武 田 輝 之 雲八 坂 達 尚 荏小 野 陽一郎 瓜消 化 器 内 科
津 川 潤津 川 潤津 川 潤脳 神 経 内 科
坂 口 崇塩 手 仁 也 嬰久保田 慧 営小 児 科
東 大二郎 碓小 島 大 望 瓜宮 坂 義 浩外 科
吉 田 康 浩 厩森 下 麻理奈 永吉 田 康 浩呼 吸 器 ･乳 腺 外 科
蓑 川 創 運小 阪 英 智 叡坂 本 哲 哉整 形 外 科
新 居 浩 平 厩井 上 律 郎 云井 上 律 郎 云脳 神 経 外 科
王 丸 泰 成 雲宮 島 茂 郎 鰻宮 島 茂 郎 鰻泌 尿 器 科
下 川 亜沙美森 雄二郎芳 賀 聡眼 科
坂 田 健太郎 曳坂 田 健太郎 曳三 橋 泰 仁 餌耳 鼻 い ん こ う 科

浦 川 博 史 碓放 射 線 科
崎 原 永 志 餌救 急 ･総 合 診 療 科
若 崎 るみ枝麻 酔 科

（○内の数字は福大医学部卒業回） 令和6年4月現在



去る5月7日、福岡大学病院機能の中核を担う、新しい本館の運用が開始されました。地上11階建てで、
屋上にヘリポートを備えた最新鋭の本丸には、1973年以来50年にわたりアップデートし続けた旧本館の
機能が、ほぼ全て移されました。これで大規模震災による不安は軽減され、次の50年を紡ぎ続けるための
最重要ツールが得られたことになります。あとは、ワークライフバランスや自己効力感といったキーワー
ドに注視しながら、時代に見合った運用システムを構築できるかが鍵になります。多様な志を持った人材
を維持できるか否かは、その点にかかっているように思います。紡ぎ手の確保なくして福岡大学病院の歩
みはありません。より多くの知恵を出し合って取り組むべき課題です。

烏帽子会　広報担当理事　坂田　俊文（10回生）
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教育職員人事（講師以上）
（○内の数字は福大医学部卒業回）［令和5.10.2～令和6.4.1］

摘　　要発令日氏　　名資　格所　属区分
5.11.30朔　　　啓二郎　陰教 授学 長

退 職

定年退職6.  3.31石　倉　宏　恭教 授救 命 救 急 医 学
定年退職6.  3.31川　嵜　弘　詔教 授精 神 医 学
定年退職6.  3.31久　保　真　一教 授法 医 学
定年退職6.  3.31向　坂　彰太郎教 授総合医学研究センター
定年退職6.  3.31坪　井　義　夫教 授脳 神 経 内 科 学
定年退職6.  3.31林　　　英　之　陰教 授総合医学研究センター
定年退職6.  3.31長　町　茂　樹教 授放 射 線 部 第 二
定年退職6.  3.31植　木　敏　晴　羽教 授筑 紫 消 化 器 科
定年退職6.  3.31松　尾　邦　浩　羽准 教 授筑紫救急･総合診療科

6.  3.31藤　岡　伸　助　瓜准 教 授脳 神 経 内 科 学
6.  3.31宮　田　康　平　云准 教 授産 婦 人 科
6.  3.31太　田　栄　治　唄准 教 授総合周産期母子医療センター
6.  3.31原　賀　勇　壮　臼講 師麻 酔 科
6.  3.31田　浦　政　彦講 師耳 鼻 咽 喉 科
6.  3.31坂　本　王　哉　噂講 師筑 紫 脳 神 経 外 科
6.  3.31野　口　幸　子講師（4-7）産 婦 人 科
6.  4.  1馬　場　康　彦　欝教 授脳 神 経 内 科 学

採 用
6.  4.  1森　下　雄一郎　欝准 教 授整 形 外 科 学
6.  4.  1大　賀　保　範講師（4-7）皮 膚 科 学
6.  4.  1Huang Jane　欝講師（4-7）眼 科 学
6.  4.  1柳　原　豊　史講師（4-7）寄付研究連携呼吸器睡眠医学講座
6.  4.  1北　島　　　研　蔚教 授医 学 教 育 推 進 講 座

昇 格

6.  4.  1仲　村　佳　彦　閏教 授救 命 救 急 医 学
6.  4.  1堀　　　　　輝教 授精 神 医 学
6.  4.  1小　吉　里　枝　噂教 授医 療 安 全 管 理 部
6.  4.  1久　部　高　司　渦教 授筑 紫 消 化 器 内 科
6.  4.  1髙　士　祐　一准 教 授内分泌･糖尿病内科学
6.  4.  1木　下　浩　一　瓜准 教 授整 形 外 科
6.  4.  1横　溝　　　久准 教 授内 分 泌 ･糖 尿 病 内 科
6.  4.  1宮　坂　義　浩准 教 授筑 紫 外 科
6.  4.  1川　村　朋　子講 師眼 科
6.  4.  1田　中　　　潤講 師整 形 外 科
6.  4.  1田　中　　　崇講 師消 化 器 内 科
6.  4.  1中　島　裕　康講 師呼吸器・乳腺内分泌・小児外科
6.  4.  1瀬　尾　　　哉　雲講師（4-7）整 形 外 科 学
6.  4.  1平　川　豊　文　嬰講師（4-7）産 科 婦 人 科 学
6.  4.  1瀬戸上　貴　資　瓜講師（4-7）総合周産期母子医療センター
6.  4.  1中　尾　　　明講師（4-7）呼 吸 器 内 科
6.  4.  1松　本　芳　子　餌講師（4-7）消 化 器 外 科
6.  4.  1宮　崎　　　健　叡講師（4-7）腎 泌 尿 器 科 外
6.  4.  1渡　邉　利　史講師（4-7）筑 紫 外 科

●　教職員人事／編集後記　●




